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政
府
は
三
月
十
八
日
、
今

後
十
年
の
住
宅
政
策
の
指
針

と
な
る
新
た
な
住
生
活
基
本

計
画
（
全
国
計
画
）
を
閣
議

決
定
し
た
。
若
年
・
子
育
て

世
帯
と
高
齢
者
の
住
生
活
に

関
す
る
目
標
を
初
め
て
掲
げ

全
国
の
水
道
普
及
率
は
平

成
二
十
五
年
度
末
で
九
七
・

る
と
と
も
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
替
え
・
改
修
件
数
と
し

て
昭
和
五
十
年
か
ら
の
累
計

を
約
五
百
件
と
す
る
成
果
指

標
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
空

き
家
に
関
す
る
初
の
目
標
と

し
て
空
き
家
数
を
四
百
万
戸

七
％
に
達
し
、
水
質
の
面
で

も
世
界
に
誇
る
安
全
で
お
い

程
度
に
抑
制
し
、
既
存
住
宅

流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
市
場

規
模
を
倍
増
し
て
二
十
兆
円

市
場
を
め
ざ
す
。

新
基
本
計
画
は
平
成
二
十

八
年
度
か
ら
三
十
七
年
度
を

計
画
期
間
と
し
て
い
る
。
少

し
い
水
の
供
給
を
実
現
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
な
ど

の
課
題
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
、
新
た
な
政
策
の
方
向
性

と
し
て
①
若
年
・
子
育
て
世

帯
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
生
活

の
実
現
②
既
存
住
宅
の
流
通

少
子
高
齢
化
に
よ
る
給
水
人

口
・
給
水
量
・
水
道
料
金
収

入
減
少
へ
の
対
応
、
昭
和
四

十
〜
五
十
年
代
の
建
設
投
資

ピ
ー
ク
か
ら
法
定
耐
用
年
数

と
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進

し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
型

市
場
へ
の
転
換
を
加
速
す
る

③
住
生
活
を
支
え
、
強
い
経

済
を
実
現
す
る
担
い
手
と
し

て
住
生
活
産
業
を
活
性
化
す

る
―
―
な
ど
の
目
標
達
成
へ

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
う
ち
若
年
・
子
育
て

世
帯
に
つ
い
て
は
三
世
代
同

居
・
近
居
を
促
進
し
、
子
供

を
産
み
育
て
た
い
と
い
う
思

い
を
実
現
で
き
る
環
境
を
整

四
十
年
を
経
過
し
て
老
朽
化

が
進
む
管
路
の
更
新
、
大
規

模
災
害
に
備
え
た
施
設
の
強

靱
化
な
ど
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
八
年
の

水
道
法
改
正
で
創
設
さ
れ
た

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

制
度
に
つ
い
て
も
所
在
確
認

の
取
れ
な
い
指
定
工
事
事
業

者
や
無
届
工
事
・
不
良
工
事

が
散
見
さ
れ
る
な
ど
早
急
な

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
水
道
部
会
は
学
識
経
験

者
や
地
方
公
共
団
体
、
業
界

関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
専
門

委
を
新
設
。
団
体
関
係
で
は

渡
辺
皓
全
国
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
副
会
長
、
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す
る
。
高
齢
者
対
策
で
は

身
体･
認
知
機
能
に
応
じ
て

ソ
フ
ト
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携

し
た
新
た
な
高
齢
者
向
け
住

宅
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
。

空
き
家
を
含
め
民
間
賃
貸
住

宅
を
活
用
し
た
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
機
能
も
強
化
す
る
。

ま
た
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用

型
市
場
へ
住
み
た
い
・
買
い

た
い
と
い
う
魅
力
の
向
上
を

図
り
、
資
産
と
し
て
次
の
世

代
に
継
承
す
る
新
た
な
流
れ

論
を
深
め
て
い
く
。
具
体
的

に
は
水
道
事
業
の
基
盤
強
化

に
向
け
て
安
全
・
強
靭
・
持

続
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
広
域
連

携
、
官
民
連
携
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
計
画
的
な

資
産
管
理
）
、
水
道
料
金
の

適
正
化
な
ど
を
推
進
す
る
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

制
度
に
つ
い
て
は
悪
質
業
者

の
排
除
、
各
種
講
習
会
の
受

講
や
配
管
技
能
者
の
適
正
配

置
に
よ
る
質
の
向
上
、
水
道

利
用
者
へ
の
情
報
提
供
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

指
定
事
業
者
の
更
新
制
を
導

入
し
て
定
期
的
に
把
握
し
た

情
報
を
活
用
す
る
。

初
会
合
で
は
太
田
房
江
厚

生
労
働
大
臣
政
務
官
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
大
阪
で

知
事
を
八
年
務
め
、
三
年
前

か
ら
参
議
院
議
員
と
し
て
住

宅
産
業
や
水
道
行
政
に
深
く

か
か
わ
っ
て
き
た
。
わ
が
国

の
水
道
は
非
常
に
高
い
水
準

を
誇
る
一
方
で
老
朽
化
や
収

益
源
な
ど
の
課
題
解
決
を
迫

ら
れ
て
い
る
。
手
遅
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
当
委
員
会
が
よ

い
成
果
を
生
む
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
活
発

な
議
論
を
促
し
た
。

を
創
出
。
老
朽
化
が
進
む
マ

ン
シ
ョ
ン
は
過
去
の
四
倍
の

ペ
ー
ス
で
約
二
万
戸
の
建
替

え
・
改
修
を
行
う
。
空
き
家

に
つ
い
て
は
将
来
予
測
の
五

百
万
戸
程
度
か
ら
約
百
万
戸

抑
制
す
る
。

住
宅
産
業
の
活
性
化
で
は

住
宅
ス
ト
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
を

二
十
兆
円
市
場
に
倍
増
し
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
住
宅
な
ど
の
住
生
活

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
市
場
を

創
出
す
る
。
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厚
生
科
学
審
議
会
生
活
環
境
水
道
部
会
は
三
月
二
十
二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
会
議
室
で
第
一
回

「
水
道
事
業
の
維
持
・
向
上
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
都

市
工
学
専
攻
教
授
）
を
開
催
し
た
。
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日
本
水
道
協
会
、
日
本
水
道
工
業
団
体

連
合
会
な
ど
が
委
員
と
し
て
参
加
し
、
水
道
事
業
の
基
盤
強
化
策
や
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
制
度
へ
の
更
新

制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
十
一
月
頃
を
め
ど
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
考
え
だ
。
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滝沢委員長 太田政務官

厚生労働省会議室で初会合
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